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研究概要
代謝は、分子生物学が勃興する以前から研究されてきた

歴史ある分野です。近年、質量分析技術の進歩によって、
代謝変動の全体像が一挙に解析できるようになりました。
しかし、網の目のような代謝経路がどのように制御されている
のか、未解決の問題が山積みとなっています。
私たちは、「タンパク質の分解」を切り口として、代謝経路の

オンとオフを制御するスイッチの発見を目指しています。

関連する論文

今後の展望／実用化イメージ
出芽酵母をモデルに研究しています。代謝は微生物工学

への貢献が期待されます。平行して、哺乳類の代謝系を研究
する準備も進めています。 タンパク質の分解系に関わる代謝
経路のオンとオフを制御するスイッチの発見から、新規創薬の
ターゲットの発見につながることが期待されます。
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タンパク質分解系による代謝制御機構の
解析
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トレンドを注視しながらも、0を1にする

オリジナルな研究を目指しています。

ライフサイエンス

最終更新日 2019/7/31

中務 邦雄 准教授

日本生化学会、日本分子生物学会、日本細胞生物学会、日本農芸化学会

ユビキチン・プロテアソーム分解系を介した
代謝スイッチの例

http://www.nsc.nagoya-cu.ac.jp/~nakatsukasa/lab.html

ユビキチン・プロテアソーム分解系を介した
未知の代謝スイッチが数多く存在するものと考えられる

代謝スイッチ

http://www.nsc.nagoya-cu.ac.jp/~nakatsukasa/lab.html

